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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

致命的な院内感染症の一つとされる Stenotrophomonas maltophilia 菌血症（SMB）の本邦に

於ける臨床的特徴を明らかにするため，岡山大学病院と津山中央病院で 7 年間の SMB 症例の診

療記録を後方視的に調査して本邦既報と併せ解析した。合計 181 人（男性 110 人、女性 71 人）

が抽出され，背景に血液がん（36.5%），固形がん（25.4%），好中球減少症（31.5%）が認められ

た。全症例の 56.9%と本症例の 35.4%で SMB 発症前のカルバペネム投与歴があった。本症例の

63.6%が加療され，非生存例でより広域の抗菌薬が投与されていた傾向にあった。多変量解析の

結果，Charlson Comorbidity Index（2011 年版）（OR 1.75［1.11-2.75］;p=0.015）と気管内挿管

（OR 12.6［1.62-97.9］;p=0.016）が死亡率と相関した。セフタジジムに一部耐性だった一方，

ミノサイクリン，ST 合剤，フルオロキノロンに感性だった。30 日・90 日死亡率は 37.5%・62.5%

だった。この研究により，本邦に於ける SMB の臨床的特徴は諸外国既報と類似していることが明

らかになった。臨床医はカルバペネム投与中の S. maltophilia によるブレークスルー感染症に注意

すべきである。 

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形

px7h0jj8
長方形


